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　ともに育ち　ともに創る　子どもが元気で輝くまち

●子どもの視点　子どもが元気で輝きを持って成長していくためには
●親の視点　　　親がしっかりと子どもと向き合い、子どもとともに成長していくためには
●地域の視点　　子育てしやすい地域をつくるためには

　この計画の期間は、２年度（2020年度）を初年度とし、
６年度（2024年度）までの５年間とします。

①地域における子育て支援環境の充実
②子どもや親の健康の確保及び増進
③家庭・地域の子育て力の向上
④支援を必要とする子どもと家庭への支援
⑤子どもを安全に安心して生み育てられるまちづくり

　平成24年 8月に子ども・子育て支援法等が制定され、本町においては平成27年 3月に「武
豊町子ども・子育て支援事業計画」を策定し、幼児期の教育・保育、地域の子ども・子育て支援
の総合的な推進や質・量の拡充に取り組んできました。また、消費税率の引上げに伴い、元年
10月より保育料の無償化を図っています。
　しかし、本町の合計特殊出生率は1.34（平成30年）と、人口の維持に必要といわれる2.07
を下回った状況で推移しています。保護者アンケートでは、遊び場の充実、経済的な負担の軽減、
保育園における教育の充実、多様な保育サービス等様々な子育て支援が求められています。
　このような背景をふまえ、妊娠・出産期からの切れ目のない支援を行い、明日の武豊を担う
子どもが健やかに育ち、子どもの最善の利益が実現される社会をつくる中で、少子化対策を進
めていくために、「第2期武豊町子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。

基本理念

基本的な視点

計画の期間

基本目標

計画策定の背景と目的

■第２期武豊町子ども・子育て支援事業計画

問合せ  役場子育て支援課

策定しました！

第２期武豊町子ども・子育て支援事業計画

第２次武豊町保育園等基本方針・整備計画
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　子どもが健やかに育つまち

①多様化する保育ニーズへの対応と子育て支援
②教育・保育の質の向上
③効果的・効率的な保育園運営
④施設の長寿命化と計画的な建替

　この計画の期間は、２年度（2020年度）から10年程度を想定しています。

①柔軟な対応　
②日常的な建物状況の把握　
③建物状況のデータベース化　
④経験の共有化

　本町では、保育の質を維持しながら多様なニーズに応えるとともに、効果的・効率的な保育園等
の運営・整備を図り、「子どもが健やかに育つまち」に取り組むことを目的に、保育園等の運営の基
本的な考え方を示した「武豊町保育園等基本方針」、同じく整備に関する基本的な考え方を示した「武
豊町保育園等整備計画」を平成22 年度（2010年度）に策定しました。その後、本町の保育園等の
運営・整備をとりまく状況が大きく変化したことから、今後の本町の保育園等の運営・整備に関す
る基本的な考え方を再整理し、「第２次武豊町保育園等基本方針・整備計画」として策定しました。

計画目標

推進方策

計画の期間

整備計画の推進

計画策定の背景と目的

■第２次武豊町保育園等基本方針・整備計画

●募集期間　

　元年12月16日（月）～１月15日（水）

●意見提出件数　

・第２期武豊町子ども・子育て支援事業計画　２件

・第２次武豊町保育園等基本方針・整備計画　１件

�　計画の詳細は、町ホームページ�→�

町政情報�→�まちの計画�→�個別計画

に掲載しています。また、計画書は役場

子育て支援課で閲覧いただけます。

http://www.town.taketoyo.lg.jp/

パブリックコメント

（意見募集）結果

計画はこちらで

ご覧いただけます


